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第40回 会員作品展 応募作品 公益社団法人 日本建築士会連合会

所 在 地 ：

設 計 者 ：

勤 務 先 ：

施 工 者 : 
建物用途：

構造・階数：

敷地面積：

建築面積：

延床面積：

施 工：

Page.07戸建住宅（専用）

作品番号：016

所 在 地 ：

設 計 者 ：

勤 務 先 ：

施 工 者 : 
建物用途：

構造・階数：

敷地面積：

建築面積：

延床面積：

施 工：

作品番号：063
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所 在 地 ：

設 計 者 ：

勤 務 先 ：

施 工 者 : 
建物用途：

構造・階数：

敷地面積：

建築面積：

延床面積：

施 工：

作品番号：092
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House_In

夫婦と成人した子供２人の為の住宅である。

現代家族は個人を基本単位とした個人化家族へと変化しつつある。

都市において日常的に起こるコミュニケーションの連鎖を、住宅の内部にも取り込む事で、

個人化した家族にとって、より容易に、頻繁に積極的なコミュニケーションが生まれ、より

良い住宅として機能するよう設計した。

ひな壇造成の住宅地に、周囲の景色を取り込み、家族どうしが気配を感じながら過ごせる家

を計画した。周辺環境から窓の位置を検討し、眺望と採光を確保する計画とするため、窓の

側面を耐力壁として構造を兼ねた大きな出窓とした。出窓を構造とすることで大開口を自由に

配置することができ、開放的な眺望と採光を実現した。

この建物は変形した土地を有効に利用しつつ、周辺の環境にも配慮した建物計画とした。

東側には14ｍ程度の水路から、西から東にとても良い風が通り抜ける。この風を取り入れ

るために西側と東側に大きさの違う窓を設け風の流れを十分に取り入れられるようにした。

また北川にはお墓があり、水廻りなどを配置し極力窓を少なくする計画とした。




